






















































●  紙媒体［目録 /受入 /雑誌］（資料の購入や目録データ作成など
紙媒体資源の管理）
●支払い（大学財務システムとの連携）
　現行のシステムからどのようにデータを移行するのか、新システ
ムを使ってどのような業務フローを構築するのか、外部システムと
の連携等が大きな課題となっている。
◆展望
　本プロジェクトでは、2019年夏～秋頃の新システム稼働を目指し
ているが、利用者向けサービスの基盤となる検索システムが、どれ
だけ使いやすいものになるかが 1つの重要なポイントとなるだろう。
　またその後の安定した運用体制の構築も大切なポイントである。
システムは共同化され、またクラウド化することにより、維持管理
コストの削減が図られる。目録作成作業も共同化により効率化され
ることだろう。
　稼働後の夢はさらに広がる。世界レベルで図書館界を見渡すと、
資料の共同購入や共同保管、垣根を越えた利用者サービスの提供な
ど、「共同」をキーワードとした様々な試みがなされている。早慶も
一歩ずつ階段を上ってゆき、理想の図書館像を追い求めてゆきたい。
「早慶図書館業務共同化プロジェクト」 の目標と現状、 展望について
鈴木　努 （早慶図書館業務共同化プロジェクト担当）
